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南北問題と環境問題の接点に焦点をあてた社会科の内容構成






































































































































































現代社会 の諸問題問題 現象的因果 関係 本質的因果関係 派 生 す る 問 題 対策及び方向性
日 本 企 業 の
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単 元 構 造 図























《経 済 開 発 と民 主 化 》
インフラストラクチュアー 一 住民の強制移転 環境破壊
外資導入による経済発展　 一 低賃金で特化





～･ 〈ＯＤＡインフラ・企梟進出と住民の強制移転〉 ⌒ヽ 一一,⌒～





ｌ ……農業中丿亡ヽの経済から工業化へ: 輸出志向型工業化　　　　 ｌ




















































NIES,  ASEAN の台頭
・高い成長率


















































































・ 《結果》《原因》 ヤ　　　 →　　　 →　　　 －
『自由貿易・市場経済の進展』→ 経済成長，環境破壊と経済的格差・貧困
(7) ベトナムの経済開発と環境保護
【価値分析過程】 論争問題：市場経済を導入したベトナムに，
日本はＯＤＡや企業進出を行うべきか。
-63-
〈社会主義経済の激動〉では
，“市場経済に敗れた
国々”として
，市場経済の徹底した合理性に敗れていっ
たソ連と東欧諸国を提示している
。中華人民共和国に
ついては
，市場経済の一部導入により，生産請負制や
開放政策などを実施し
，積極的な外資導入を図り経済
成長を推進する姿と
，国民の民主化要求を武力で弾圧
した天安門事件を提示している。
社会主義経済が敗北した要因として
，生産性向上の
投資がわずかであり
，更新しない設備は，国際競争力
の著しい低下を招いたこと
。また，計画経済の失敗に
よる消費財の不足や貧困から来る民衆の不満は
，市場
原理に基づく経済体制への変革を求めたこと。つまり
自由主義経済体制という競争社会に勝てるはずもなく，
破れ去
っていった。
（３）「２．環境と資源」の内容構成
“市場経済
・自由貿易の末路”として位置づけられ
ているものが
，〈地球環境問題〉とく資源・エネルギー
と食料問題〉である
。コストゼロの天然資源の乱用や
乱開発
，合理化・ローコスト生産のために環境保全対
策や公害防止の投資は削減され
，環境は破壊された。
より安くより豊富に資源や食料を求めれば
，資源の枯
渇を招き
，輸出用換金作物の栽培が奨励され自給作物
にも事欠く途上国が出てきた。
このように
，「市場経済と自由貿易の進展」は，南
北の経済的格差の拡大を招き
，グローバル・イシュズ
として地球環境問題
，資源・エネルギー・食料問題を
深刻化させた
。社会主義国の崩壊から経済の民主化・
自由化を求め世界単一市場への移行が促進された。
（４）「３
． 経済の中の日本」の内容構成
こうした諸問題を抱えて
，日本の進路を探るのが，
本小単元「３
．世界経済の中の日本」である。現状の
日本は
，円高，貿易黒字・貿易摩擦，そして, ODA
世界一といった有数の経済力を持つ国としての諸問題
がある
。そこで，本小単元を“自由貿易，市場経済の
帰結と課題”として
，市場経済の進展による企業の海
外進出と価格破壊の進行を中心に
，単元の構成を図っ
た
。詳細は，前頁に単元構造図を掲載した。
２
．概念探求・価値分析型社会科の授業過程（5）
単元構造図は
，単元の指導計画，学習内容，因果関
係等を組み込み
，全７時間で構成した。第１～６時が
概念探究過程
，第７時が価値分析過程である。
第１時は
，貿易立国日本の現状について，身の回り
に数多く存在する東南アジア製品に着目させ導入を図
る
。そして，なぜ疑問「なぜ，日本にたくさんの安い
東南アジア製品があるのだろう
」から，単元を貫く課
題「なぜ
，日本企業は東南アジアに進出しているのだ
ろう」を導きだす。さらに，数多くの予想から７つ程
の仮説へと絞り込む。
|仮説
ａ：日本は円高で輸出が不利，輸入が安い
仮説ｂ
：ＯＤＡが企業の海外進出を援助している
仮説
ｃ：東南アジアの政府が日本企業を誘致した
仮説ｄ
：低賃金の東南アジアで生産，価格を抑制
仮　
ｅ：日本企業も多国籍企業になり世界に進出
仮説ｆ：アフリカの最貧国に進出しても利益なし
第２～４時は検証の調査活動である。仮説別に班あ
るいは興味関心別によってグル
プーを組織し，調べた
い項目・調べる必要のある項目を選出し検証の計画を
たてる
。計画書を作成し自分たちの仮説を中心に「日
本企業の東南アジア進出」の原因を探る。そして，発
表用レポートを作成する。
第５～６時は，「日本企業の東南アジア進出」の原
因をグル
プー別に明らかにする。さらに，日本企業の
進出によって
，日本や東南アジア諸国の政府や企業や
国民に与えた影響として
，成果と問題点を発表しあう。
そして
，出された問題点（例えば，自然環境の問題，
経済的格差の拡大等）について
，未来予測を行う。
この概念探求過程で
，「自由貿易・市場経済の進展」
は
，「経済成長」「経済発展」をもたらす反面，「環境
破壊」「経済的格差の拡大や貧困の増加」を招くとい
う転移力の大きい知識を獲得する
。
第７時は
，価値分析過程として，ベトナムについて
の論争問題「市場経済を導入したベトナムに
，日本は
ＯＤＡや企業進出を行うべきか
。」を設定し，討論を
位置づけた
。市場経済を導入したベトナムの現状を事
実分析し
，北側先進国と南側途上国の思惑の違いを，
それぞれの政府や企業そしてさまざまな階層の国民の
もつ
，政治的・経済的・援助の側面に対する意図や願
いから把握する
。そして「日本企業の東南アジア進出」
について【経済開発と民主化】でせめぎあっている点を明示し，論点が明確な討論ができるように作成した。
VI.おわりに
今後の課題は
，以上の授業モデルにしたがって実践
を行い，研究仮説を実践的に検証していくことである。
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